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龍近畿欝動車放射能探奮報論
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　　　　　　　　　　　　　　　要　　謄

　昭和誕年欝懸下肇IJよ夢慧、月下旬に至る問，北近畿

地域において自動車放射』能探藻蕪を実施し，その結果を要

約すると次のとお勢である．

　今懸の調査で認められた放射能異常期とし詔ては，京都

蔚竹野郡弥栄資1丁等楽寺付近にて発、発、鳳、・たもので，花騰岩

Lに堆積した新第黒紀層申に，帯状をなした放射性鉱物

の存在が確認蜜れた．慮た，花海岩地帯が堆積岩地帯よ

！）高い強度を示すことは一般的な傾向で，今回の調査も

濾た同様であつたが，次の地滅の花醐岩は特に高く薫，倉爺○

磁，鋤螂の／直を示した。

　　　　　　働〉兵庫県城締郡｛蓋三津村

　　　　　　嫌　京都府熊野郡佐濃村奪五箇村

　　　　　　3）京都府竹野零i禦欄村

　　奮た，第三紀層の各層甥に放射能強度を比較L、てみる

と，いずれも轍）～蕪○O　C脚程度であつたが，花鱗岩帯

付近の礫岩層と，高i、舞累層中にや鼠高い強／嚢（ξ灘農～800

c覇）が驚力｝訴に舞忍めら激した。

這．　緒　　鷺

昭和3嵯年度核原牽至1・資源調査謝・画の一＾環をなすもので，

疹物饗簾嚢部

昭和騒年憩月下旬よi壕雛力州蘭北近畿地方において

実施した趨動車放射能探査の結果を報管する、，

　調査員は，測定に杉1、疑友紀・氏家明・小野寺公獲、があ

た夢，麟動車の運転・整備には小林義夫が従事し「・た、、塞

た，地質部よil）広川治漆裏一一・部の調査に参勲．1し放射能異常

地の地質調査を行なつた．．

　なお，訟の調査を婁施するにあた1），濤奢取，県鍵ジ糧欝源

開謬翻賜長憲ギ村…黛葦鳴には種々の援助を受けた，，厚く裏藤謝

の意を表する，，

窯　雛灘および交澱

調査地域は、鶴取県東部・兵庫県北部・京都府与訪1鵯半島

を含む地雲或で瀬積は約3，0〔｝〔）蝕礁慧に達した沿

　この地、域の交通について述べると，大部分麟／．．1地であ

るため鉄道の便は悪く，わずか顛．1、1陰本線が八鹿町轄豊

麟市・城崎町を経．て灘に通じ、ているのと，豊岡市よP久

美浜町縁劇．．1、1町を結んで宮津市に通じる宮津線，、輪取市

を起点とする閃晃線・若桜線があるのみである．道路¢）

発達も概しておく融、ている、、主要な道路とし、ては鳥取市

騨村岡町爵八農講1丁を経．て福舞鐸、1。1市に至る1．瞬喰道，，輪取市

と若桜町を結ぶ驚桜街道，鳥取市よ！）蒲生峠を経て雛議泉

町嬬醗じる雨滝街道のほか豊岡市嘩亙1原町麟宮津市晦出

燕…（縮、）
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石町・香住町などの市街地問には県道が通じている。

3．，地形および地質

　調査地域は，河川周辺の平地帯を除いて大部分が山地

帯であつて，目本海に面する海岸にも平地はきわめて少

ない。1，000mを超える山岳は鳥取・兵庫県境に近い扇

の山（1，399m），陣鉢山（L218m〉，美方郡にある瀞川∫

山（1，038m），鉢伏山（1，231m），城崎郡・美方郡の境

をなす蘇武力岳（1，075m），妙見山（1，108m）などで，

その他は数1001n以下の山が多く，地域の大部分を覆つ

ている。

　河川はすべて中国山脈に源塗発し，北流して目本海に

注いでいるが，最も大きいものは山陰線に沿う円山川で，

八木川・大屋川・出石川などの支流を伴ない，豊岡市・

八鹿町などの市街地を潤している。また，瀞川山・鉢伏

山を水源として矢田川があり，途中湯舟川を合流して本

地域のほず中央を北に流れている。その他，岸田川・小

田川・竹野川などがあり，鳥取市付近には若桜川を支流

とする千代川が目本海に注いでい、る。

　北部の海岸は屈曲に富み，久美浜湾・離湖その他数多

くの岬・島嘆が存在し景勝の地が多い。

　地域内の地質についてその概要を述べる。中・西部地

域については，大阪市立大学弘原海清・松本隆による

r近畿西北部の新生界の研究」が地質学雑誌1）2）に発表さ

れており，東部には5万分の1地質図幅r宮津」・r網

野」注1）などがあるので，これちを引用した。

　本地域の地質は，、山陰花商岩・蛇紋岩・矢田川層群等

を基盤として，その上にのる中新世に属する北但層群・

’与謝層群，鮮新世に属する照来層群や網野図幅ないし冠

島図幅地域に分布する各種安山岩および最新世に入つて

噴出した鉢伏山安山岩類・玄武洞玄武岩からなつている。

　3．1基盤
　花腐岩類は北部海岸近くの浦富町一居組町付近，城崎

郡佐津村付近，豊岡市東部より宮津市・峰山町を含む広

い地域に分布している。『

　蛇紋岩は本地域南縁の八木川沿いと若桜町‡方の比丹

付近に分布している。

　矢田川層群の分布は本地域の北部および南東部に限ら

れている．この層群は火山岩類のみからなり，流紋岩質

のもめが優勢である。

　甑2一北但暦群・与謝層群

　矢田川層群または花商岩の上に不整合に重なり，本地

域の大部分を覆つている。北但層群は非整合によつて養

父亜層群と城崎亜層群とに分けられているが，養父亜層

注1）調査済

群は下部より基底礫岩・砂岩の砕屑岩層・塩基性火山の

活動による火山岩および火砕岩層からなり，城崎亜層群

は礫岩層・火山岩層1・凝灰岩層などからなつている。与

謝層群は礫岩層・砂岩泥岩層・凝灰岩層，玄武岩ないし

安由岩などからなつている。・

　芦・3照辛層群『宥山岩類．

　照来層群は，下部の酸性火山岩層を主とする高山累層

乏上部の砕屑岩を主とする春木累層からなつている．網

野図幅から冠島図幅地域にかけて分布する安山岩類は両

輝石安山岩・石英安山岩・角閃石安山岩・それらの凝灰

岩などからなつている。、

　最新世に入つて，鉢伏山安山岩類ρ哨出があり，本地

域西部の須賀の山・氷の、山・瀞川山などの山岳を形成し

ている。また，玄武洞玄武岩の熔岩流が豊岡市付近の玄

武洞・二見山，目高町神鍋山その他2，3カ所に局部的

に分布している。，

4．調査方法

　本調査は昭和34年8月～9月，細野武男らによつて

実施されたr鳥取県自動車放射能探査」の調査地域に引

継いで行なつだので，北近畿のほか，鳥取県の一部も含

ん．でいる。

　使用した探鉱器は，従来から使用中のものでMt。

S・pris社製Scintillati・n　Counter　SC－156A型でヘツ

ドは5グ×2クのNal（T1）結晶とDu　Mon’t5グ光電子

増倍管からできている。調査方法については，従来通り

なので説明は省略するが，本年度より，調査地域は花商

岩地帯よりも，むしろその周辺の堆積岩地帯に重点をお

、くことに方針が変わづたので，できるだけその主旨に副

つて実施した。しかし，同年8月26目の伊勢湾台風に

よつて調査地域内の橋梁・堤防など甚大な被害を受け・

予定した測線も途中から折り返す場合が1かなりあつ

た。

　測定器のヘッドの位置は，車体による放射能吸収の影

響を少なくするため，後部の天井に吊つてあつたが，振

動が大きくしばしば故障発生の原因となつたので11月7

目に元り位置に戻し・その後は安定した測定結果を得る

ことができた。

　放射能強度の表わし方ぼ前例に従い，次のように分類

1
し
数
字で表示した。

　　　0　～400　cps一‘…　一・1

　　　401～600〃　一一…　一2

　　　601～800　〃　　・…　一g・・3

　　　『801～1000〃一・……4、

　　　1001～1200〃　・・。一・一・5．

46一（962）
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鐸．調査織果

鱗　蕪　図

　今臨1の調査で認められた放射能異常土磐三で撞懸したい｛、

のは，京都府竹野郡弥栄村等楽寺で発疑、したものである、、

第！図に示すように，1荏il鋤撃｝と臨粥1蹴に噴出した1安β．1撃季

、との間にある砂岩質1岩｝鷲申の黒色を帯びた部分で，繕1数

“灘欄隻（／鷺mの麟騨1衆に約5瓢壽講串して道繋簡瓢に切ら患、て

いる．車識探鉱器での議i録は．第2i瀬のとおりて鴨寿）るが携

帯用R（騨1＄翻撮／ξ醸m窃鰍償瞬l！淀では（／．欝～（）．

器燃／1蒸の高い強毒楚を示Lた、、なお，異常地の放射能鉱

物は鋤q牽音陽瑛源率；1機野溝鱗果にて貞欝灰肇ンランと決定されき化

ご§鶏分薩響の犠鑓襲は（）．ξ灘95覧『訴為で濤1い躍遜セニのもの鴨ξあるウ

　本地域に広く分布している花繍岩地帯は大体ξ灘｝一藍籾

嚇脚の催護を擁鴛しているが，その中で蕎寺に1欝1い1誓は次に漣鴛

べる地域でi，（XX）～三，2（め〔瀞sの強1蔓をテ蓉知，た：，

　．隻F

　2．

　＆　京灘雪塔鷲宥婁飾1辮野欝弊ず

’濡　7鱗　の　 、蛙『　、隷

　ま～セ摯

峯欝地1・，鋼）放射能強1、鋤を示せば次のとおりであ導、

　　　　　　　　　　　　　　4（x）脚5（）／／欝）s

　　　　　　　　　　　　　濃／）（》撫畷翼獲）　寧

　　　　　　　　　　　　　4（）（）酎ξ巽x）　4

　　　　　　　　　　　　　4、（）／，／輝8（x／　4

　　　　　　　　　　　　　・奴）（）嗣暮（）（）　が

　　　　　　雇　　　　　　　　　50〔〉岬7／x）　が

　二各癩ともブく体紅；1嶺いてp駁）G～叙）〔）叢峯）sで摩諏遊している

轡種1鉱、よつて多‘診の芝繋が妻）る騰欝斐であるがヲ’蕪窯i擬1遅恥｛寸

1、繊に分麟∫する一与講難養！群φ欝馨覇誕1が害蔭合藤く脳x）岬8（）Oc添

の強墜を添してお／），また，1難犠町1歌長付近・爽方麹屯広

井｛寸近に分窟する高山繁麟も6〔沿～9（ぬ蜘sの強度を歩糞

している，，’、　　　　　　　　　　　　　　　．マ鑛蒲ギ暴嶽

帯紅近く，花繍撃｝質縷総轡を多く含んでいることが猟因の

｝つと、懇，三1男／しる、また摯

が多いためであろう、、

　責ξ毒野1鷲に入つてll藁出鄭、総寒欝lli肇湊覇は駁／（ICps鼓1．玄武1

繋琴灘は3瓢｝～譲（）○（1難穣／巽である，、

捜7一べ963）



麺／饗柔鎌竃　嚢ア糞　メ謹　奪芝　（驚1董3　華懸　　鰹1難　磐蕾）

（昭繭i3鑛薦暖駆）脚i1絹調壷）

驕．　結 論

　ヌ麹春購噺呑饗華測1脇1講舗繍等線8繁におい罐ぐ1発、織した方交黛寸能緊麹

常は鱒解責華妾申の業灘／獲ヴ勝ン1鉱で妻地質的に人i彩罫1肇グ）鋤l／来

に｛以てv・るだけに一・！志窯主鶏に｛藏潭隅るもぜ〉と碧、わオ駕る。　瀧

の霧縄鍵叢て聾愈毒慕欝雛艶のヅくきさにげ）マ・ては慎≧く習く轡ヨなぴ）て多鉾

さらに地質的精査を実施してその全貌を明らかにすべき

である。，

窯　献

i）璽、贋讐鎌蓄欝・掘§本隆1北崔乱、鴇地3或ぴ）碧韓致鱗群藩片も　1賊

2）　書黛薫麟騰

　　質学雑誌，v嚇．誌4，N歳掌総，欝総

・弘原海清：北で旦、欝地域圏）新生代構・造発1塞

　　史，地質学雑－誌，V砿礁，N幾7鑓，

　　i縣繋

4暮一（蟹渥）




